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特　集 この町に移住した理由

令和４年11月15日 令和４年11月15日

この町に

移住した

理
わ け

由

　
私
は
新
潟
県
の
佐
渡
ヶ
島
出
身
で
、
出
産

後
に
こ
の
川
西
町
へ
移
り
住
み
、
現
在
は
小

学
生
に
な
る
娘
と
３
人
で
小
松
地
区
に
住
ん

で
い
ま
す
。
川
西
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
夫
と

は
新
潟
の
三
条
市
の
接
骨
院
で
出
会
い
、
結

婚
し
川
西
町
に
嫁
い
で
約
10
年
に
な
り
ま
す
。

　
玉
庭
で
の
暮
ら
し
は
も
う
19
年
に
な
り
ま

す
。
こ
こ
へ
来
る
前
は
栃
木
県
の
那
須
で
６

年
間
田
舎
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
息
子
が
山
形
大
学
へ
通
っ
て
い
た
当
時
、

息
子
自
身
が
山
形
で
の
生
活
を
気
に
入
っ
た

為
、
私
た
ち
夫
婦
も
山
形
へ
の
移
住
を
考
え

ま
し
た
。

　
田
舎
暮
ら
し
の
雑
誌
で
「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
里
」
と
し
て
玉
庭
が
載
っ
て
お
り
、

山
が
好
き
だ
っ
た
私
達
は
こ
の
土
地
に
移
住

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
山
間
で
雪
が
多
く
生
活
が
大
変
な
た
め
、

近
年
は
12
月
半
ば
か
ら
4
月
ま
で
の
間
は
小

松
等
別
な
地
区
へ
引
っ
越
し
て
2
拠
点
生
活

を
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
所
は
玉
庭
の
山
の

奥
な
の
で
遠
く
ま
で
山
々
が
見
渡
せ
る
場
所

で
す
。

　
ま
わ
り
に
遮
る
も
の
が
な
い
の
で
月
の
動

き
が
ず
ー
っ
と
見
ら
れ
た
り
、
山
の
木
々
の

色
づ
き
方
で
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
見
え
る

の
は
こ
の
場
所
な
ら
で
は
の
魅
力
だ
と
思
い

ま
す
。
夜
行
性
の
動
物
た
ち
の
足
音
が
し
た

り
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
等
の
珍
し
い
鳥
達
が

遊
び
に
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。

　
山
奥
で
道
も
悪
い
た
め
、
宅
配
を
頼
む
の

に
も
気
を
遣
っ
た
り
、
冬
場
は
除
雪
に
時
間

　

受
注
製
作
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
製

作
し
て
い
ま
す
が
、
17
年
前
か
ら
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
型
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
製
作
塾

「
t
a
m
a
n
i
w
a
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

も
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
全
国
各
地
か
ら
計

24
名
程
の
受
講
生
が
習
い
に
き
ま
し
た
が
、

作
る
人
の
個
性
に
よ
っ
て
ギ
タ
ー
の
音
の
鳴

り
方
も
様
々
で
面
白
い
で
す
よ
。

　
私
が
元
気
な
う
ち
は
出
来
る
限
り
、
ワ
ー

抱
い
て
い
る
と
地
域
の
方
に「
め
ん
ご
い
な
ぁ
」

と
抱
っ
こ
し
て
も
ら
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し

た
。
親
戚
み
た
い
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
し
て
く

れ
る
の
で
初
め
は
驚
き
ま
し
た
が
、
声
を
か
け

て
も
ら
え
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
川
西
町
に
は
下
小
松
古
墳
群
や
玉
庭
ひ
な

め
ぐ
り
等
、
興
味
深
い
も
の
が
沢
山
あ
っ
て
、

ま
だ
ま
だ
私
が
知
ら
な
い
町
の
魅
力
が
沢
山

あ
る
は
ず
！
と
発
見
す
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
私
は
河
北
町
出
身
、
妻
は
寒
河
江
市
の
出

身
で
す
。
当
時
、
妻
が
川
西
町
の
職
場
へ
勤

務
し
て
い
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
川
西
町
へ

移
住
し
て
約
13
年
経
ち
ま
し
た
。

　
移
住
当
初
、
小
松
地
区
の
「
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
J
A
M
」
の
片
倉
さ
ん
と
出
会
い
、
あ

り
が
た
い
こ
と
に
住
ま
い
と
仕
事
を
紹
介
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
も
迷

惑
に
な
ら
な
い
所
を
探
し
て
い
た
の
で
、
玉

庭
の
住
ま
い
は
ピ
ッ
タ
リ
の
場
所
で
し
た
。

　
河
北
町
も
雪
が
降
り
ま
す
が
、
玉
庭
が
こ

ん
な
に
雪
深
い
場
所
だ
と
は
思
わ
ず
、
移
住

し
て
初
め
て
の
冬
は
夫
婦
2
人
で
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。

　
自
身
の
生
き
方
に
迷
っ
て
い
た
25
歳
の
時

に
ア
フ
リ
カ
ン
太
鼓
と
出
会
い
ま
し
た
。
太

鼓
を
叩
い
て
い
る
時
は
雑
念
が
な
く
な
り
、

不
思
議
と
そ
れ
ま
で
の
辛
い
気
持
ち
が
変

わ
っ
て
い
き
、
そ
れ
以
来
、
ア
フ
リ
カ
ン
太

鼓
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
太
鼓
の
お
客
さ
ん
が
き
っ
か
け

で
雪
板
と
出
会
い
、
現
在
、
玉
庭
の
「
ア
ウ

ト
バ
ッ
ク
ラ
ボ
」
に
て
雪
板
制
作
に
も
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
雪
板
は
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
エ
ッ
ジ
が
つ
い

て
い
な
い
ボ
ー
ド
で
雪
上
を
滑
り
、
子
供
も

大
人
も
関
係
な
く
楽
し
め
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
昔
は
雪
が
嫌
い
だ
っ
た
の
が
嘘
の
よ
う
に
、

今
で
は
雪
板
の
お
か
げ
で
冬
の
時
期
が
待
ち

遠
し
い
ほ
ど
で
す
。
う
ち
の
子
供
達
も
み
ん

な
雪
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
と
一
体
に
な
っ
て
、
心
を
開
い
て
遊
ぶ
こ

と
が
出
来
る
の
は
気
持
ち
が
い
い
で
す
よ
。

新
潟
で
の
出
会
い
か
ら
川
西
町
へ

　

新
潟
・
山
形
と
通
算
14
年
間
教
員
を
し
、

地
域
の
学
校
へ
の
巡
回
相
談
を
通
し
て
、
発

達
障
害
の
子
供
達
が
理
解
や
支
援
が
十
分
で

な
く
、
卒
業
後
の
受
入
れ
先
も
な
か
な
か
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
入
学
し
て
も
不
登
校

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
現
状
を
知
り
ま

し
た
。
個
性
豊
か
だ
か
ら
こ
そ
生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
て
い
る
子
供
達
に
、
自
分
の
個
性
を

大
切
に
し
て
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
大
人
も

沢
山
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、様
々

な
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
で
世
界
を
広
げ
て

ほ
し
い
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
出
会
い
の
場
を
つ
く
り
た
い

と
思
っ
て
い
た
所
、
空
き
家
バ
ン
ク
で
、
思

い
描
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
っ
た
り
の
、

歴
史
あ
る
古
民
家
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
は
改
修
な
ど
を
経
な
が
ら
古
民

家
カ
フ
ェ
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
を
創
り

あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

古
民
家
カ
フ
ェ
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス

　
川
西
町
は
芸
能
や
音
楽
が
好
き
な
人
が
多

く
、
そ
う
い
っ
た
活
動
に
対
し
て
理
解
し
て

く
れ
る
人
が
多
い
な
と
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
玉
庭
は
他
の
地
区
に
比
べ
て
移
住

者
が
多
く
、
今
住
ん
で
る
地
域
も
６
軒
中
４

軒
が
移
住
者
。
移
住
に
対
し
て
協
力
的
で
、

玉
庭
で
の
暮
ら
し
は
と
て
も
の
ん
び
り
と
し

音
楽
や
移
住
へ
の
理
解

玉
庭
の
雪
の
多
さ
に
夫
婦
で
驚
く

ア
フ
リ
カ
ン
太
鼓
・
雪
板
と
の
出
会
い

定
年
を
き
っ
か
け
に
田
舎
暮
ら
し

四
季
の
移
り
変
わ
り
が
見
え
る

t
a
m
a
n
i
w
a
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

1 自然の豊かさ・空の広さ

2 人の温かさ

3 お米・野菜等食べ物の美味しさ

1 雪がすごく多いこと

2 野菜を大量にもらうこと

3 住民の方がフレンドリー

　新型コロナウイルスの影響もあり、最近では都心から田
舎での暮らしに目を向ける人が増えてきました。
　川西町にもこれまで沢山の方が移住し定住されています。
　今回は移住や結婚を機に川西町に移り住んだ３組の方々
にインタビューし、その暮らしについて伺いました。

ご近所さんの野菜が美味しい！
夏が終わると
一気に寒くなるね

特　集　
嫁
い
だ
ば
か
り
の
時
は
中
郡
に
住
ん
で
い

ま
し
た
が
、
お
隣
さ
ん
が
何
か
と
面
倒
を
み

て
く
れ
、
優
し
く
し
て
い
た
だ
き
寂
し
い
思

い
を
す
る
こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

川
西
の
方
は
と
て
も
優
し
く
て
穏
や
か
な
印

象
で
す
ね
。
子
供
が
生
ま
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
を

発
掘
す
る
ほ
ど
魅
力
が
出
て
く
る

が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
移
住
前
か

ら
覚
悟
し
て
き
て
い
る
の
で
そ
こ
ま
で
不
便

だ
と
感
じ
た
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

川西町の魅力はどんなところ？ 川西町に移住して驚いたことは？

浜
崎　
浩ひ

ろ
しさ
ん　
維ゆ

き
こ子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
夫
婦

case
1

玉庭地区在住、2人暮らし。玉庭地区在住、2人暮らし。
浩さんはクラシックギター制作をしており、現在通浩さんはクラシックギター制作をしており、現在通
算 52本目になるギターを受注制作中。算 52本目になるギターを受注制作中。
自宅にてワークショップも開塾されています。自宅にてワークショップも開塾されています。

玉庭地区在住、2 人暮らし。
浩さんはクラシックギター製作をしており、現在通
算 52 本目になるギターを受注製作中。
自宅にてワークショップも開塾されています。

加
藤　
文あ

や
さ
ん

case
２

小松地区在住、家族３人暮らし。小松地区在住、家族３人暮らし。
現在、古民家カフェ＆コミュニティーハウスの準備中。現在、古民家カフェ＆コミュニティーハウスの準備中。
旦那さんはかとう接骨院さされています。旦那さんはかとう接骨院さされています。

小松地区在住、家族３人暮らし。
現在、古民家カフェ＆コミュニティーハウスの準備中。
旦那さんはかとう接骨院をされています。

堀
米　
輝て

る
き樹
さ
ん
ご
家
族

case
３

玉庭地区在住、家族 6人暮らし。玉庭地区在住、家族 6人暮らし。
輝樹さんは大工仕事の傍ら、雪板工房「アウトバック輝樹さんは大工仕事の傍ら、雪板工房「アウトバック
ラボ」のメンバーとして活動。ラボ」のメンバーとして活動。
イベント等でアフリカン太鼓を披露することも。イベント等でアフリカン太鼓を披露することも。

玉庭地区在住、家族 6 人暮らし。
輝樹さんは大工仕事の傍ら、雪板工房「アウトバック
ラボ」のメンバーとして活動。
イベント等でアフリカン太鼓を披露することも。

アウトバックラボ
Facebook

tamaniwa 
ワークショップ

加藤文さん
Facebook

Instagram

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
今
後
も
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

て
の
ど
か
な
と
こ
ろ
が
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。

川西町への移住者15人に聞いた
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はじめに
　町では、中心市街地のにぎわい創出を図るため、旧役場庁舎等跡
地に新たな拠点施設を整備する計画を進めています。この度、施設
整備の概要を示す基本設計が完成しましたのでお知らせします。

南側鳥瞰イメージ図

まちの中心に新しい川西の原風景をつくる
～ひと・もの・ことが集まる「にぎわいの丘」～

　地域のまちづくり機能・交流学習機能・観光拠点としての情報発信案内機能、避難場所としての防災機
能などを兼ね備えた複合施設を計画します。
　将来にわたってまちのにぎわいを生み出す中心であるために、新たなランドマークとしての象徴性や空
間利用の柔軟性、誰でも自分の居場所を見つけられる多様性、ゼロカーボンと雪対策を軸とした持続可能
性に配慮しつつ、次世代につながる場所づくりを提案します。

設計コンセプト

■敷地の概要

地名・地番 山形県東置賜郡
川西町大字上小松 1567　外

敷地面積 約 6,700㎡（取得予定地含む）

用途地域 近隣商業地域

■計画建物の概要
建物種別 本体棟 付属棟 東屋
施設用途 集会場 倉庫・機械室 屋外休憩所

構造・階数 木造（一部鉄骨造）平屋建 鉄骨造平屋建 鉄骨造平屋建
延床面積 992.42㎡ 82.10㎡ 34.50㎡

『基本設計説明会を開催します！』
▶日　時　１２月 4 日㈰
　　　　　１３：３０～１５：００
▶場　所　町役場３階　大会議室
▶対象者　町民の皆様
多くの方の参加をお待ちしています。

■「町民とつくる」を実現するプロセス
 　本計画の大きな特徴として、具体的な施設の用途を定める前から、町民との対話の中で具体的なイメー
ジを一緒につくり上げるという将来のまちづくりを意識したプロセスがあります。この施設で生まれる「に
ぎわい」とは何か、そのために必要な機能や空間とはどのようなものかを明らかにするために、計４回の
町民ワークショップ（以下 WS と省略）を実施しました。この基本設計はそこで得られたアイデアを全
てのベースとしつつ、様々な現実的課題を解決することによって作成しています。

南側外観イメージ ホワイエ内観イメージ ホール内観イメージ

■配置・駐車場計画
　駅前通りに接する北東側に交流拠点とな
る広場、南東側にはホールや駐車場と一体
的に使用できる広場、多目的室に大きなテ
ラスを設け、施設の内外が一体となってに
ぎわいをつくり出す計画とします。施設利
用者の車両出入口を南側２箇所とし、敷地
内に歩行空間を設けることで歩車分離によ
る安全性の高い計画とします。

■雪対策
　南面と西面に駐車場をまとめ、効率的な
除雪のできる配置とします。また、過去積
雪統計データから、過去最大級の積雪に耐
えられる除排雪計画、屋根計画とします。

■防災計画
　指定避難施設として活用する計画とし、非常用発電機とマンホールトイレを設置します。非常用発電機は７２
時間の電力供給が行える容量とし、発災時の電源として使用します。一時避難想定人数は最大２００名程度とし、
食料等の備蓄ができる十分なスペースを確保します。

■省エネルギー・ライフサイクルコスト低減計画
　太陽光パネルや地下水を利用し、７５% 以上の使用エネルギーの低減（Nearly ZEB）を目指します。
　地下水利用では帯水層蓄熱システムを採用し、ホワイエの空調熱源や建物周辺部の無散水融雪を計画します。

問町政策推進課　☎４２－６６０４
空間の機能とフロアレイアウト

平面計画図

計画のポイント

配置計画図

川西町地域振興拠点施設整備基本設計が完成
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令和４年度 川西町民表彰

　１１月３日㈭㈷、町役場にて令和４年度川西町民表彰式典を行いました。
　町では、昭和５０年に「川西町表彰条例」を制定したほか、昭和５６年に川西町長堀堰農業振興基金条例に
基づく「川西町長堀堰農業賞」を、平成２７年に川西町商工業経営近代化育成基金条例に基づく「川西町商工
業振興賞」を創設しています。これらに基づき、各分野でご活躍された７名に表彰状と記念品を贈呈しました。
　受賞者を代表して山口俊昭さんが長年関わられてきた町政への想いと共に謝辞を述べられました。

髙橋 昭一 さん（黒川）米野 則雄 さん（中小松）

　玉庭地区において、長年、水稲と大豆
を中心とした大規模な複合経営に取り組
んでこられました。
　平成３０年に「農事組合法人御伊勢町」
を設立し、多品目の生産による安定した
農業経営を実現されています。また、こ
れまで地域おこし協力隊を２名受け入れ、
現在は、任期終了後の隊員１名を法人で
雇用し、地域の担い手不足解消に向けた
先進的な取り組みを展開されております。
　さらに、白川土地改良区理事を務めら
れたほか、山形おきたま農業協同組合の
総代や大豆部会長などを歴任し、本町農
業の振興発展に寄与されました。

令和４年度 川西町民表彰

川西町表彰条例表彰
産業功労

川西町長堀堰農業振興基金条例表彰
川西町長堀堰農業賞

川西町長堀堰農業振興基金条例表彰
川西町長堀堰農業賞

村山 邦男 さん（玉庭）

各賞のご紹介

●内容

　対象は地方自治の振興や町の興

隆発展に寄与し、町政に功労のあ

る方や誠実に物事にあたり町民の

模範となる個人・団体。

　例えば、教育・学芸・体育・文

化・産業・経済の振興発展、社会

福祉・公共の事業等への尽力、風

水害・火災等の防護、町の公益の

ため多額の金品の寄贈、人命救助

などで、功績が顕著な方に表彰さ

れます。

●歴代受賞者数（令和４年度まで）

　１２１個人、９団体

●内容

　対象は農業の向上発展に著しく

貢献した個人・団体。

　例えば、発明・考案・改良、新

たな技術及び作物の導入により地

域農業の活性化、共同生産組織の

育成強化、国・県・町の施策に即

した農業近代化のための経営合理

化など、功績が顕著な方が表彰さ

れます。

●歴代受賞者数（令和４年度まで）

　６０個人、１８団体

●内容

　対象は商工業の振興に貢献した

個人・団体・企業。

　例えば、商工団体の組織化及び

運営への尽力、発明・考案・改良

による地域産業活性化、商工業の

能率向上・合理化等の推進、多年

にわたる地域雇用の安定維持、も

のづくりの技能・技術の継承・改

善、商工業の事業への精励など、

功績が顕著な方が表彰されます。

●歴代受賞者数（令和４年度まで）

　１０個人

 「川西町表彰条例」表彰

 「川西町長堀堰農業振興基金
 条例」表彰

 「川西町商工業経営近代化育
 成基金条例」表彰

川西町商工業経営近代化育成基金
条例表彰　　川西町商工業振興賞

片倉 敬輔 さん（上小松）

川西町表彰条例表彰
地方自治功労　教育功労

　平成２４年から３期１０年の長きにわ
たり川西町教育長を務められました。
　平成２５年度に本県初となるコミュニ
ティスクールを東沢小学校に、その後平
成２８年度までには町内すべての小中学
校に導入されました。
　また、このコミュニティスクールと地
域学校協働活動推進事業を連携させ、児
童生徒の郷土愛の醸成や健全なる育成に
寄与されました。
　さらには、小中学生の英語力向上を
図ったほか、高山小学校及び東沢小学校
の学区再編に尽力されました。

小野 庄士 さん（米沢市）

川西町表彰条例表彰
地方自治功労

　昭和５２年から３７年の長きにわたり
本町職員として職務に精励されたのち、
平成２６年１０月１日から令和４年９月
３０日までの２期８年にわたり川西町副
町長を務められました。
　的確な判断と優れた指導力をもって町
勢の発展伸長に大きく貢献され、特に町
民所得の向上を目指す６次産業化拠点施
設、観光・交流の拡大を図るダリヤパー
クゴルフ場、町民サービスの充実や防災
拠点の強化を果たす川西町役場新庁舎の
整備など本町の重要事業推進に尽力され
ました。

山口 俊昭 さん（中小松）

　平成９年から２５年の長きにわたり、
白川土地改良区の理事を務められ、平成
１８年７月からの１６年間は理事長とし
てその重責を担われました。
　理事長在任中は、用水の適正な管理、
通水に尽力されたほか、犬川３地区（高
豆 、宮地、谷地）及び現在進行中の大
塚西部地区の基盤整備事業に取り組まれ、
圃場の大区画化による作業の効率化や新
たな作物導入の推進などを通して、将来
に向けた強固な農業経営の基盤づくりに
尽力されるなど、地域農業のリーダーと
して本町農業の振興に寄与されました。

　平成２５年に、大豆の生産組織である
「農事組合法人中小松ファーム」の設立
に尽力され、設立後は理事、代表理事に
就任されました。
　また、川西町酒米研究会の会長として、
地元の樽平酒造株式会社と連携し酒米の
契約栽培に取り組み、水田農業の振興と
地場産業の発展に寄与されています。
　さらに、白川土地改良区理事を務めら
れたほか、川西町農業委員、山形おきた
ま農業協同組合の総代や大豆部会長を歴
任されるなど、地域農業の中核的な役割
を担われました。

　平成２年から株式会社銘菓の錦屋の代
表取締役社長として菓子の製造販売事業
の拡大を図り、置賜地域に５店舗を構え
るなど本町のブランド向上に大きく寄与
されました。
　平成１８年５月から川西町商工会の工
業部長を務められ、米沢牛と紅大豆の里
づくり事業において、８社１３商品の新
商品開発と販路の開拓を促進し、売上の
向上に貢献されました。平成２７年５月
からは、商工会副会長として町内企業の
人材確保に取り組まれました。その他株
式会社ダリヤパークサービスの取締役や
川西町観光協会の役員を歴任されました。

川西町表彰条例表彰
教育功労

故 齋藤 賢二 さん（大塚）

　平成２３年から１１年の長きにわたり、
川西町体育協会副会長及び会長を歴任さ
れました。特に令和２年６月には体育協
会を法人化され、名称を一般社団法人川
西町スポーツ協会に改め、令和３年４月
からは川西町総合運動公園等の指定管理
者を務められました。
　また、川西町体育指導委員並びに川西町
社会体育主事として活躍されたほか、平成
２５年４月からの９年間は、総合型地域ス
ポーツクラブ「スポーツかわにし」の会長
として組織基盤を確立し、町民への生涯ス
ポーツ振興と活性化に尽力されました。



10/7 美女の松記念碑序幕式・建立記念式典

美女の松伝説を後世に語り継ぐ
　越後街道沿いに立ち、枝ぶりが良く親しまれてきた樹
齢約３００年の赤松「美女の松」。「美女木」の地名の由
来にもなっています。昭和５１年に枯れてしまい、２代
目の松が現在のヤマザワ駐車場南側に植えられましたが、
平成３０年に枯れてしまいました。
　この美女の松にまつわる伝説を後世に語り継ぐため、
小林幸子さん（写真右から２人目）ら実行委員会により、
２代目の松があった場所に記念碑が建立されました。

10/15 日 本・ マ レ ー シ ア 交 流 プ ロ ジ ェ ク ト

マレーシアサバ州との交流１０周年
　川西町国際交流協会（寒河江正和会長）・マレーシア
サバ州交流１０周年記念式典が行われました。平成２４
年、「日本・マレーシア交流プロジェクト」が始まり、以
来、同協会とサバ州との相互交流が毎年行われてきまし
た。今回は１０周年を記念し、関係者１８名が来日。同
州 NGO 団体 TEWL（To Earth With Love）と同協会及
び置賜農業高校との間で今後の更なる交流に向けての覚
書の締結が行われました。

10/14 やまがたフラワーフェスティバル２０２２

市 川 博 幸 さ ん が 県 知 事 賞 受 賞
　県内最大の花のイベントであるやまがたフラワーフェ
スティバル２０２２の花き品評会において、市川博幸さ
ん（玉庭）が出品したダリア「キセキ」が山形県知事賞
を受賞しました。町内の受賞者は以下のとおりです。受
賞おめでとうございます。
●金賞（山形県知事賞）　市川博幸さん（玉庭）
●金賞（株式会社仙花社長賞）　鈴木武一さん（小松）
●銀賞　鈴木武一さん（小松）　佐藤良治さん（小松）
　　　　青木督平さん（大塚）

10/2 第５０回記念東北ママさんバレーボール大会

川 西 Ｃ Ａ Ｔ Ｓ が 東 北 初 制 覇！
　全国ママさんバレーボール連盟が主催する第５０回記念東
北ママさんバレーボール大会が福島市で開催され、クラブＢ
の部において本町のチームである川西ＣＡＴＳ（小形由紀子
主将）が優勝しました。
　決勝戦では、最終セットまでにもつれ込む激戦を制し、
山形県勢としては平成２７年度以来、チームとしては初の東
北制覇となりました。川西ＣＡＴＳの皆さん優勝おめでとう
ございます。

10/20

10/6 ～ 10 第 12 回全国和牛能力共進会鹿児島大会和牛のオリンピックで川西町が躍進！

山 形 県 代 表 選 手 団 が 表 敬 訪 問

　５年に一度開催される全国和牛能力共進会（通称：和牛のオリンピック）が、鹿児島を舞台に開催されました。全国
の厳しい予選を勝ち抜き、各県の代表となった牛達４１都府県４５０頭が集結した過去最大の大会となりました。
　山形県代表（種牛の部）となった置賜の牛６頭のうち５頭が川西町の生産者です。結果は、岐阜大会以来２０年ぶり
の優等賞を受賞し、かつ出場した種牛の部４つの区全てで優等賞を受賞する山形県としても “ 初 ” の快挙となりました。
　第２区　優等賞１２席　たかうり号（後藤慶成さん）
　第３区　優等賞１２席　なつめ号（横山聡さん）
　第４区　優等賞１０席　みつひら号（玉田義信さん）、ゆりふじ号（小林康裕さん　米沢市）、さきこ号（竹田一弘さん）　
　特別区　優等賞１４席　ひかり号（置賜農業高校）

　山形おきたま和牛改良組合の選手団による、川西町
への表敬訪問が行われました。
　選手団の皆様は、全国和牛能力共進会鹿児島大会の
経緯や受賞時の感情、準備の苦労を語りながらも、終
始笑顔で報告されました。
　最後に、和牛改良組合青年部長の玉田義信さんより

「次の舞台は、北海道大会です。経験した人たちと合わ
せて次は新たな人力を増やし、さらにパワーアップし
て臨みたい！」と５年後を見据え、既に動き始めてい
ました。

山 形 お き た ま 和 牛 改 良 組 合

◀
市
川
博
幸
さ
ん
出
品

◀
鈴
木
武
一
さ
ん
出
品

Pick up news

まちのニュース
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10/16 佐 藤 裕 一 氏 ハ ン ド パ ン ラ イ ブ 開 催

ダリヤ園に響き渡る優美な音色
　川西ダリヤ園内特設会場にて、川西町親善大使の佐藤裕一
氏によるハンドパンライブが行われました。佐藤氏は、平成
３０年より親善大使として、全国各地のライブ会場において
本町のＰＲ及びイメージアップに貢献いただいています。
　ハンドパンは円盤状のスチール製で、指でたたいて奏でる
珍しい楽器。この日は、優美で心地よい音色が園内に響き渡
り、来園されたお客様に楽しんでいただきました。

10/18 か わ に し 有 機 農 業 推 進 協 議 会

有機ＪＡＳつや姫を給食へ提供
　かわにし有機農業推進協議会（伊藤藤夫会長）より、町内
の全小・中学校に 5 日分の有機ＪＡＳ認定のつや姫を提供い
ただき、給食で児童生徒に振る舞われました。
　１０月１８日㈫、小松小学校２年１組の教室では、会長の
伊藤氏が提供米の栽培方法や精米などについて説明し、児童
たちは興味深く聞き入っていました。その後の給食でふっく
らと炊飯されたつや姫を頬張り、「おいしくておかわりした」
などの感想を聞くことができました。

10/16 かわにし産業フェア絵画コンクール表彰式

今 年 も 数 々 の 優 秀 作 品 集 ま る
　今年は、応募総数６２４点の中から、最優秀賞１点、優秀
賞４点、審査員特別賞２点、入選２２点の合計２９点が入
賞されました。最優秀賞には、副賞として三菱鉛筆㈱より
１００色の色鉛筆が贈呈されました。応募いただいた皆様大
変ありがとうございました。　　　　　　　　

最優秀賞　中郡小学校６年　山口羚
れ

舞
む

さん
　　　　　作品名「川西町をかがやかせるダリア」

▲最優秀賞作品

10/23・30 川 西 町 園 芸 振 興 協 議 会

町 内 産 の 花 飾 り を 贈 呈
　２３日㈰に南陽市民体育館で開催されたパスラボ山形ワイ
ヴァンズの試合会場へ、３０日㈰に酒田市国体記念体育館で
開催されたアランマーレ山形の試合会場へ、川西町園芸振
興協議会より、町内産花きの花飾りと花束が贈呈されました。
アランマーレ山形の試合では小松バレーボールスポーツ少年
団も招待され、ホームゲームとして選手に切り花ダリアをプ
レゼントしました。本取り組みは、町内産農産物の消費拡大
とＰＲを兼ねて実施され、文字どおり会場に華を添えました。

新 品 種 ダ リ ア の 名 前 が 決 定‼
　９月２１日㈬～１０月１６日㈰に川西ダリヤ園に来園され
た方を対象に新品種ダリアの名前を募集しました。今年の新
品種ダリアは２品種で、応募総数は８１１件でした。ご応募
いただいた皆様、ありがとうございました。審査の結果、今
年の新品種ダリアの名称が決定しましたのでご紹介します。

●命名者
　朝倉智恵子さん（福島県桑折町）

●命名者
　野口美幸さん（米沢市）

温
おん

愛
あい

●タイプ：小輪・フォー
　マルデコラ咲き

●タイプ：中小輪・フォー
　マルデコラ咲き

10/21 山 形 県 社 会 教 育 連 絡 協 議 会 表 彰

町の社会教育の普及・発展に貢献
　町の社会教育の普及や発展に貢献された実績から、寒河江
雅広さん（小松）は山形県社会教育連絡協議会より、星野廣
志さん（吉田）は置賜社会教育振興会より、それぞれ表彰さ
れました。
　寒河江さんは、平成２７年４月より町社会教育委員として
活躍される他、地域での活動も多岐にわたり積極的に活動さ
れております。特に青少年育成推進員会会長や学校運営協議
会委員を務めるなど、青少年の育成に尽力され、その多くの
活動で得られた知識や経験をつうじて、町の社会教育の普及・
発展に貢献された功績によりこのたびの受賞となりました。
　星野さんは、平成３１年３月３１日までの１０年間、吉島
地区交流センター長及び特定非営利活動法人きらりよしじま
ネットワーク理事長として勤務され、吉島地区の社会教育活
動の推進及び地域振興に尽力されました。また、平成２７年
度から３０年度にかけて総務省の過疎地域等集落ネットワー
ク圏形成支援事業の採択を受け、持続可能な地域づくりのた
め、交流を通じたコミュニティビジネスや交流人口の拡充な
ど、各種事業の中心的な役割を担い課題解決に取り組まれる
等多くの功績によりこのたびの受賞となりました。

置 賜 社 会 教 育 振 興 会 表 彰

寒河江雅広さん

星野廣志さん

ふくあかり

●命名理由：皆に福があり
　ますように。
　皆にひとすじの明かりがあ
　るように。

●命名理由：あたたかい気持
　ちを持ったたくさんの方々
　に支えられた。やわらかい
　形や色合がたくさんの方々
　の心のようにみえた。

Pick up news

まちのニュース
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お知らせ
令和４年度防火ポスターコンクール入賞者

問川西消防署　☎（４２）３７００

　置賜広域行政事務組合川西消防署では、小中学生の防火・防災意識の向上と啓発を目的に、町危険物安全協会
との共催で町内小中学生を対象に「防火ポスターコンクール」を開催しました。
　応募数は小学生の部が３０作品、中学生の部が１３作品でした。厳正な審査の結果、３３作品が入賞されまし
た。入賞されたみなさんおめでとうございます。
　今回は、特選作品７点をご紹介します。

【小学生の部】特選５名、入選９名、佳作１０名
【中学生の部】特選２名、入選３名、佳作４名　でした。

舩山 岳
がく

さん（小松小1年） 鈴木 愛
ま

央
ひろ

さん（小松小3年） 金田 永
と

愛
あ

さん（犬川小4年）

須貝 心
み

優
ゆ

さん（小松小6年）

青木 凛
り

音
おん

さん（川西中2年）

情野 希
き

歩
ほ

さん（小松小5年）

江袋 あかりさん（川西中 1年）

13　町報かわにし 令和４年11月15日

～11/2 川西ダリヤ園　令和４年の営業終了

多 く の 方 の ご 来 園 に 感 謝
　１１月２日をもって川西ダリヤ園の今シーズンの営業を終
了しました。
　８月３日からの大雨により被災し、約１か月半休園となっ
てしまいましたが、多くの方からのご支援や激励により、９
月２１日に営業再開することができました。その後も毎年恒
例のダリア切り花収穫デーが霜の影響で中止となるなどのア
クシデントがありましたが、今シーズンは１７，６３２人にご
来園いただきました。

10/22 第 １ ３ 回 川 西 町 民 生 活 安 全 推 進 大 会

安 全 安 心 の ま ち づ く り へ
　町農村環境改善センターで開催された本大会では、町の安
全安心に大きく貢献された方々への表彰と、米沢警察署長 高
橋喜智弥氏の講話、大会宣言の採択が行われ、今後の安全安
心のまちづくりを、参加された町民・関係団体全員で確認し
ました。
●川西町生活安全推進協議会長表彰：大竹浩さん（上小松）
●川西町交通安全功労者表彰：長谷川和郎さん（大塚）
　　　　　　　　　　　　　　情野芳雄さん（上小松）

10/30～ 各 地 区 で 秋 祭 り を 開 催

どの地区の秋祭りも大盛況！
　１０月末から１１月中旬にかけての週末各地区で秋祭り

（地区によって名称が異なります。）が開催されました。
　吉島地区では、１１月６日㈰に開催され、同地区と交流が
ある気仙沼市や、地元商店による物産販売が行われました。
また、餅のふるまいが行われ、ご家族やお友達との交流を楽
しみながら味わっている方が数多くいらっしゃいました。
　他の地区でも絵画の展示や餅のふるまい等が行われ、大変
盛り上がっていました。

犬川地区祭 中郡地区秋まつり

吉島ふれあい祭２０２２

Pick up news

まちのニュース
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自
力
で
除
雪
で
き
な
い
高
齢
者
や
心
身
障

が
い
者
の
世
帯
の
み
な
さ
ん
へ
、
除
雪
援
助

員
を
派
遣
し
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
交
付
要
件
（
①
②
両
方
を
満
た
す
こ
と
）

①
自
力
で
除
雪
が
で
き
ず
、
親
族
や
近
隣
の

　
方
の
援
助
も
受
け
ら
れ
な
い
状
況
。

②
世
帯
全
員
が
令
和
４
年
度
住
民
税
非
課
税

※
生
活
保
護
世
帯
、
該
当
者
が
社
会
福
祉
施

　
設
等
に
入
所
、
入
院
中
の
場
合
は
対
象
外

●
対
象
と
な
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

　
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
の
み

　
の
世
帯

③
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者
の
み
の
世
帯

●
助
成
額　
１
世
帯
３
万
５
千
円
ま
で

※
玉
庭
・
東
沢
地
区
の
み
５
万
円
ま
で

※
助
成
額
を
超
え
た
分
は
自
己
負
担

●
申
込
方
法

　
地
区
担
当
民
生
委
員
を
と
お
し
て
、
町
福

祉
介
護
課
に
申
請
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

問
町
福
祉
介
護
課　
☎
（
４
２
）
６
６
３
５

冬
へ
の
備
え
は

　
　
　
万
全
に
！

道路除雪のお問合せ先
●国道１１３号
　国土交通省米沢国道維持出張所 
　☎３７－５３００
●その他の国道 ･ 県道
　置賜総合支庁建設部道路計画課
　☎２６－６０８０
●町道
　町地域整備課
　☎４２－６６４７

　
町
内
の
自
力
で
の
除
雪
困
難
な
世
帯
等
の

除
雪
作
業
、
自
治
会
等
で
集
落
内
に
た
ま
っ

た
雪
の
排
雪
作
業
等
を
行
っ
た
場
合
に
、
町

か
ら
一
定
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
団
体

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体　
町
民
が
主
と
な
り

　
組
織
し
共
同
活
動
を
行
う
団
体

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体　
町
内
の
地
縁
に
よ

　
る
団
体
（
地
区
協
議
会
、
大
字
単
位
の
組

　
織
、
単
数
又
は
複
数
の
自
治
会
等
。
隣
組

　
や
近
所
等
は
不
可
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
て
い
る
又

　
は
加
入
予
定
の
団
体
と
な
り
ま
す
。

●
補
助
金
額

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪

　
5
戸
未
満　
　
　
　
　
　
1
万
円

　
5
戸
以
上
10
戸
未
満　
　
２
万
円

　
10
戸
以
上
20
戸
未
満　
　
３
万
円

　
20
戸
以
上
30
戸
未
満　
　
５
万
円

　
30
戸
以
上　
　
　
　
　
　
７
万
円

②
地
域
一
斉
排
雪

　
５
戸
未
満　
　
　
　
　
　
1
万
円

　
５
戸
以
上
10
戸
未
満　
　
2
万
円

　
10
戸
以
上
20
戸
未
満　
　
3
万
円

　
20
戸
以
上　
　
　
　
　
　
5
万
円

● 

申
請
方
法　

申
請
団
体
は
、「
事
業
計
画

書
」
と
「
収
支
予
算
書
」
を
添
付
し
て
、

町
に
補
助
金
の
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課　
☎
（
４
２
）
６
６
１
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
・

排
雪
作
業
を
支
援

高
齢
者
住
宅
な
ど
の

雪
下
ろ
し
を
支
援

●
事
業
名

　

除
雪
ア
ダ
プ
ト
推
進
事
業

●
対
象
事
業

　
自
治
会
が
生
活
道
路
の
確
保
の
た
め
、
自

治
会
住
民
に
委
託
す
る
機
械
除
雪
作
業
の
う

ち
、
①
～
③
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
。

①
自
治
会
が
依
頼
し
た
作
業
で
あ
る
こ
と
。

②
延
長
30
ｍ
以
上
で
道
路
幅
員
2.5
ｍ
以
上
で

　
あ
り
、
沿
線
に
概
ね
３
戸
以
上
の
住
居
等

　
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
路
線
で
あ
る
こ
と
。

③
雪
の
深
さ
が
10
㎝
以
上
あ
る
こ
と
。

●
対
象
者　

町
内
自
治
会

●
補
助
金
額

　
除
雪
単
価
に
作
業
時
間
（
10
分
単
位
）
を

乗
じ
た
額
（
出
動
の
準
備
時
間
と
待
機
時
間

は
対
象
外
）

【
補
助
金
の
上
限
（
除
雪
距
離
）】

①
１
０
０
ｍ
未
満　
　
　
　
　
　
　
３
万
円

②
１
０
０
ｍ
以
上
２
０
０
ｍ
未
満　
５
万
円

③
２
０
０
ｍ
以
上　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

●
対
象
期
間　
12
月
１
日
～
来
年
３
月
15
日

●
申
込
方
法　
自
治
会
を
と
お
し
て
町
地
域

　
整
備
課
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
地
域
整
備
課　
☎
（
４
２
）
６
６
４
７

生
活
道
路
の
除
雪
作
業
を

支
援

道路除雪作業にご理解、ご協力を！

●
凍
結
を
防
ぐ
に
は
？

①
冬
期
間
使
用
し
な
い
設
備
は
使
用
中
止
の

　
手
続
き
を
行
う
。

→
町
地
域
整
備
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

　

い
。（
手
続
き
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま

　

す
。）
中
止
作
業
に
伴
い
、
メ
ー
タ
ー
及

　
び
止
水
栓
周
辺
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
冬
期
間
使
用
し
な
い
水
栓
や
、
不
在
に
な

　
る
期
間
が
多
い
施
設
は
水
抜
き
を
行
う
。

→
水
抜
き
の
後
は
、
必
ず
水
道
メ
ー
タ
ー
の

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
水

　
抜
き
栓
の
故
障
や
誤
操
作
に
よ
り
漏
水
す

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
勢
い
が
弱
く
な
っ
た
、

　
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
の
消
費
量
が
多
く
な
っ

　
た
、
雪
が
溶
け
て
い
る
場
所
が
あ
る
な
ど

　
の
現
象
が
あ
っ
た
場
合
は
漏
水
の
可
能
性

　
が
あ
り
ま
す
。

◎
水
道
が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
露

　
出
し
て
い
る
管
（
保
温
筒
な
ど
は
取
り
外

　

す
）
や
蛇
口
等
に
タ
オ
ル
を
巻
き
つ
け
、

　
上
か
ら
お
湯
（
熱
湯
は
禁
止
）
を
ゆ
っ
く

　
り
か
け
て
解
氷
し
て
く
だ
さ
い
。
解
氷
に

　
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

※
そ
の
他
防
止
方
法
等
に
つ
い
て
、
町

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
町
地
域
整
備
課

水
道
の
凍
結
に
ご
注
意
を

☎
（
４
２
）
６
６
５
３

▲町ホームページ

　町では、深夜の新積雪が１０ｃｍ以上となると除雪機械が出動します。
　早期除雪は、午前７時３０分終了を目途に出動していますが、降雪時
期や積雪状況、除雪ルート等により時間差が生じます。また、近年は朝
方に雪が降る傾向があり、除雪後の道路に降り積もる場合もありますの
で、このような状況についてはご理解願います。
　今年も、大雪の予測が出ていますので、冬期間の出勤やお出かけの
際は、時間と心に余裕をもっていただきますようお願いします。

道
路
へ
の
雪
出
し
は

お
や
め
く
だ
さ
い　

　
道
路
へ
の
雪
出
し
は
、
交
通
安
全
上
、
大

変
危
険
な
行
為
で
す
の
で
お
や
め
く
だ
さ
い
。

雪
出
し
行
為
が
原
因
の
事
故
、
車
両
損
傷
等

の
責
任
は
、
雪
出
し
行
為
者
が
負
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ご
理
解
く
だ
さ
い

●
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の
気
遣
い
を

　
除
雪
作
業
は
、
深
夜
１
時
半
に
は
準
備
が

始
ま
り
、昼
夜
を
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、近
年
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
な
り
手
が
不
足
し
て
い
る

中
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
安
全
な
交
通
確
保

に
向
け
、
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
除
雪
機
械
を
停
車
さ
せ
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
直
接
苦
情
や
要
望
を
訴
え
る
事
案
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
大
変

危
険
で
あ
り
、
さ
ら
に
除
雪
作
業
の
遅
延
を

招
き
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
日
々
、
努
力
さ
れ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
気
遣
い
、
除
雪
作
業
の
遅
延
と
な
る
除
雪

機
械
の
停
車
等
の
行
為
は
、
厳
に
控
え
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
除
雪
会
社
に
対
し
て
も
、
強
い
口

調
で
苦
情
を
寄
せ
る
事
案
も
発
生
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
行
為
も
謹
ん
で
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
住
宅
出
入
り
口
に
除
雪
作
業
の
雪
が　

　

置
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
通
常
の
除
雪
作
業
の
ほ
か
、
気
温
が
上
昇

し
通
行
し
に
く
く
な
る
雪
を
取
り
除
く
「
ザ

ケ
取
り
」
作
業
で
は
、
で
き
る
限
り
住
宅

入
口
に
は
雪
を
置
か
な
い
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
が
、
機
械
の
能
力
や
降
雪
状
況
、
ま
た
、

路
面
状
況
や
住
宅
の
密
集
度
等
に
よ
り
、
雪

を
置
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
、
安
全
な
交
通
の
確
保
に
は
必
要

な
作
業
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

●
路
上
駐
車
・
夜
間
駐
車
は
し
な
い
！

　
除
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
り
、
作
業
全
体
の

遅
延
を
招
き
ま
す
。
路
上
駐
車
、
夜
間
駐
車

は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
大
雪
、
強
風
時
は
と
て
も
危
険
！

　
不
要
不
急
の
外
出
は
避
け
、
外
出
が
事
前

に
予
測
さ
れ
る
場
合
は
早
め
に
用
事
を
済
ま

す
か
、
延
期
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
除
雪
作
業
も
危
険
が
伴
い
、
除
雪
機
械
が

出
動
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

●
田
畑
へ
の
砂
利
対
策

　
除
雪
作
業
に
よ
り
、
田
畑
に
砂
利
が
入
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
測
さ
れ
る
場
所
に
は
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
く
な
ど
の
対
策
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
空
き
地
の
利
用

　
集
落
内
の
除
雪
の
際
に
は
、
雪
を
貯
め
て

お
く
場
所
が
必
要
と
な
り
、
確
保
で
き
な
い

場
合
は
、
除
雪
作
業
が
大
変
困
難
な
状
況
と

な
り
ま
す
。

　
集
落
内
の
空
き
地
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
利
用
で
き
る
土
地
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
要
望
は
自
治
会
長
を
通
し
て

　
個
人
的
な
苦
情
や
要
望
は
、
緊
急
時
以
外

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

●
防
火
施
設
や
ご
み
収
集
所
等
の
除
雪

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、

ご
み
収
集
所
な
ど
の
除
雪
は
、
利
用
す
る
地

域
の
皆
さ
ん
で
協
力
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。



　
町
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
町
税

は
、
13
億
６
０
３
９
万
円
で
構
成
比
は
11
・
０
％

を
占
め
、
前
年
度
対
比
１・５
％
の
減
で
し
た
。

　

町
の
最
大
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、

55
億
４
４
２
３
万
円
で
構
成
比
は
44
・
８
％
を
占

め
、
前
年
度
対
比
６・
７
％
の
増
で
し
た
。
こ
の

う
ち
公
立
置
賜
総
合
病
院
分
を
差
し
引
い
た
、
町

に
対
す
る
純
粋
な
交
付
税
額
は
42
億
５
６
６
８
万

円
で
、
前
年
度
か
ら
３
億
６
３
２
７
万
円
の
増
で

し
た
。

　
特
定
財
源
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
前
年
度
対
比

39
・
２
％
の
減
で
し
た
。

　
県
支
出
金
は
、
前
年
度
対
比
10
・
２
％
の
減
で

し
た
。
町
債
は
、
前
年
度
対
比
48
・
６
％
の
減
で

し
た
。

問
町
財
政
課　
☎
（
４
２
）
６
６
１
１

令和 ３ 年度 決 算 公 表
町の財政状況と税金の使いみち町の財政状況と税金の使いみち

歳入総額

124 億 1,017 万円
（前年比 19 億 7,499 万円減）

119 億 4,708 万円
（前年比 22 億 3,672 万円減）

歳出総額

依
存財源

自主
財
源

歳入歳出
一般会計一般会計

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
が
1
２
４
億
１
０
１
７
万
円
、
歳
出
は

１
１
９
億
４
７
０
８
万
円
で
、
歳
入
、
歳
出
差
引

額
は
４
億
６
３
０
９
万
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち

翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
分
を
差
し
引
く
と
、

２
億
９
６
９
３
万
円
の
繰
越
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
2
年
度
決
算
と
比
較
す
る
と
、
歳

入
で
19
億
７
４
９
９
万
円
の
減
（
13
・
７
％
の
減
）、

歳
出
で
22
億
３
６
７
２
万
円
の
減
（
15
・
８
％
の

減
）
で
し
た
。

◇
歳
入
の
状
況

財政情報

町税町税
13億 6,039 万円13億 6,039 万円
（11.0％）（11.0％）

衛生費
18億 1,700 万円
（15.2％）

民生費
27億 1,764 万円
（22.8％）

教育費
9億 5,827 万円
（8.0％）

総務費
22億 864 万円
（18.6％）

公債費
13億 259 万円
（10.9％）

農林水産業費
8億 4,879 万円
（7.1％）

商工費
3億 7,221 万円
（3.1％）

消防費
3億 4,367 万円
（2.9％）

その他
1億 7,935 万円
（1.4％）

土木費
11億 9,892 万円
（10.0％）

諸収入、繰入金など諸収入、繰入金など
12億 9,161 万円12億 9,161 万円
（10.3％）（10.3％）

町債町債
12億 1,371 万円12億 1,371 万円
（9.8％）（9.8％）

国庫支出金国庫支出金
16億 8,735 万円16億 8,735 万円
（13.6％）（13.6％）

県支出金県支出金
7億 3,376 万円7億 3,376 万円
（5.9％）（5.9％）

地方譲与税など地方譲与税など
5億 7,912 万円5億 7,912 万円
（4.6％）（4.6％）

地方交付税
55億 4,423 万円
（44.8％）

◇歳出の状況

◇企業会計・特別会計の決算 ◇財政健全化判断比率

■土木費

■農林水産業費

■教育費

■公債費

■総務費

■民生費

■衛生費

■その他（消防費・商工費・議会費等）

会計別 歳入額 歳出額

水道事業会計

　　収益的収入・支出 ４億 7,940 万円 4億 3,713 万円

　　資本的収入・支出※ １億 6,006 万円 3億 2,369 万円

国民健康保険事業特別会計 18億 5,743万円 18億 2,343万円

下水道事業特別会計 5億 939万円 5億 569 万円

農業集落排水事業特別会計 9,761 万円 9,521 万円

介護保険事業特別会計 19億 8,878万円 19億 4,704万円

後期高齢者医療特別会計 1億 8,076 万円 1億 7,941 万円

　平成 19 年度決算より財政健全化にかかる各指標の公表
が義務付けられました。これは、財政状況の悪化している
県や市町村が早期に健全化に向けた対策を取るように定め
られたものです。

健全化判断比率 令和３年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率 ー 14.08％ 20.0％
連結実質赤字比率 ー 19.08％ 30.0％
実質公債費比率 12.0％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 132.6％ 350.0％

公営企業会計にかか
る資金不足比率

令和３年度
川西町の状況

早期健全化基準
（イエローカード）

水道会計 ー
20.0％下水道会計 ー

農集排会計 ー
　各比率とも基準を超えるものはありませんでしたが、今
後とも健全経営に努めてまいります。

● 町民１人あたり　　１５５，０５７円● 町民１人あたり　　８４，１７０円

● 町民１人あたり　　５９，５８９円

● 町民１人あたり　　６７，２７５円

● 町民１人あたり　　９１，４４９円

● 町民１人あたり　　１９０，７９２円

● 町民１人あたり　　１２７，５６２円

● 町民１人あたり　　６２，8 ５０円

令和３年度はこのような事業に税金を活用しました

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する分は、　
　消費税資本的収支調整額 1,621 万円及び損益勘定留保
　資金 1 億 4,741 万円で補てんしました。

一般廃棄物収集運搬事業
1 億 693 万円

感染症予防・予防接種事業
2,938 万円

健康診査・各種検診事業
1,075 万円

子育て世代包括支援センター運営
930 万円

冬期交通確保事業
4 億 2,520 万円

橋梁長寿命化修繕整備事業
5,127 万円

除排雪重機械整備事業
4,623 万円

住宅建設支援事業
1,810 万円

障がい介護給付等事業
3 億 7,805 万円

放課後児童クラブ運営事業
5,690 万円

子育て支援医療事業
5,378 万円

重度心身障がい（児）者医療事業
3,954 万円

多面的機能支払交付金事業
2 億 3,653 万円

町有牛貸付管理事業
7,258 万円

中山間地域所得向上支援対策事業
3,236 万円

環境保全型農業直接支払交付金事業
1,166 万円

スクールバス等運行管理経費
5,870 万円

小学校教育コンピュータ管理事業
2,228 万円

外国語指導助手配置事業
926 万円

学校保健特別対策事業
484 万円

▲除雪用の車両 ▲デマンド型乗合交通

▲小学校での英語学習

▲米づくりを支援

▲生活に欠かせないごみ収集

※
町
民
１
人
あ
た
り
の
額
は
、
令
和
４
年
３
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
１
万
４
２
４
４
人
を
基
に
算
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
数
値
は
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
端
数
処
理
を
し
て
い
ま
す
。

ふるさとづくり基金管理事業
3 億 3,551 万円

新庁舎整備事業
1 億 1,425 万円

地域おこし協力隊事業
2,281 万円

デマンド型乗合交通事業
1,659 万円

▲子育て支援センターこあら

事業

町報かわにし　1617　町報かわにし 令和４年11月15日 令和４年11月15日
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　令和４年８月の豪雨により住宅や家財などに損害を受けた場合には、雑損控除等の適用により、令和４年分所
得税、令和５年度町県民税の全部または一部が軽減される場合があります。雑損控除等の適用を受けるためには、
災害による損害金額の計算等が必要となります。
　町では、米沢税務署と共催で、下記のとおり「雑損控除等に関する申告事前相談会」を開催します。相談には
予約が必要ですので、町税務会計課にご連絡ください。

所得税及び住民税の雑損控除等に関する申告事前相談会
問町税務会計課　☎４２－６６２２

期日 会場 予約時間
午前 午後

　１２月５日㈪
～１２月９日㈮

町役場
小会議室（３階） ９：００、９：４５

１０：３０、１１：１５
のいずれか

１３：００、１３：４５
１４：３０、１５：１５

のいずれか　１２月１２日㈪
～１２月１６日㈮

町役場
会議室５（３階）

▶期日、場所及び時間

▶持ち物
　①被害を受けた資産（住宅、家財、車両）の取得価格、取得時期、床面積がわかるもの
　　（売買契約書、登記事項証明書、固定資産税課税明細書等）
　②被害を受けた資産の修繕費、取壊し、除去費用の領収書等
　③被害を受けた資産について受け取る保険金の支払通知書等
　④被害を受けた資産について町・県等から受け取る助成金等の支払通知書等
　⑤町が交付した罹災証明書または被災証明書
　　（交付を受けていない場合は被害状況がわかる写真等）

▲国税庁ホームページ

　町では企業版ふるさと納税を募集しています。詳細は町ホームページをご覧ください。

寄付年月 寄付企業 寄付活用事業
令和４年８月 三協コンサルタント株式会社様 メディカルタウン整備促進プロジェクト事業
令和４年９月 スズキハイテック株式会社様 安心して暮らせるまちづくりプロジェクト事業
令和４年９月 株式会社デザインホーム様 安心して暮らせるまちづくりプロジェクト事業
令和４年９月 株式会社春日測量設計様 安心して暮らせるまちづくりプロジェクト事業
令和４年９月 株式会社エービーエム様 地域経済活性化プロジェクト事業

令和 4 年１０月 株式会社八代商事 安心して暮らせるまちづくりプロジェクト事業

企業版ふるさと納税を募集しています
問町まちづくり課　☎２７－１１３３

◆寄付いただいた企業

寄付いただきありがとうございました！
▶町ホームページ

　公的年金は、やがて迎える老後や、万が一けがや病気で障がいが残ったとき、一家の働き手が
亡くなったときに年金を受給できるよう、保険料を出し合ってお互いを支え合う制度です。
　日本年金機構では、１１月を「ねんきん月間」、１１月３０日を「年金の日」と位置づけ、公
的年金制度の普及・啓発活動を行っています。

１１月は「ねんきん月間」です
問町住民課　☎４２－２１１４、日本年金機構米沢年金事務所　☎２２－４２２０

発行時期 対象者

① 令和４年１０月下旬から
１１月上旬にかけて順次発送

令和４年１月１日から令和４年９月３０日までの間に国民年金保険料を
納付された方

② 令和５年２月上旬 令和４年１０月１日から令和４年１２月３１日までの間に国民年金保険
料を納付された方（①の対象は除きます。）

◆国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です
　日本年金機構から、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が対象者宛てに発送されますので、お
手元に届きましたら、大事に保管し、年末調整や確定申告の際に使用してください。
　発送スケジュールは以下のとおりです。

▶日本年金機構ホームページ

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関する概要、よくあるご質問（Ｑ＆Ａ）、控
除証明書相談チャットボットについては、日本年金機構ホームページに掲載されていますので、
ぜひご利用ください。

　　また、次のダイヤルでも相談をお受けしています。

　※予約時間は相談開始の目安の時間です。混雑状況等によって、待ち時間が発生する場合があります。
　※この相談会では、確定申告において雑損控除の適用を受ける際の金額を事前に計算します。町の申告相談に
　　来場予定の方は、この事前相談会をご利用いただくと、申告相談がスムーズに行えます。
　※納税者本人の資産、もしくは納税者と生計を一にする総所得金額等が 48 万円以下の
　　配偶者や扶養親族の資産が損害を受けた場合に雑損控除の対象となります。
　※事業用資産についての損害は、事業の損失として計算します。
　※被害状況や保険金等の受取額、資産の所有関係、申告者の所得金額等により、計算の
　　結果、雑損控除等が該当しない場合があります。
　※雑損控除の詳細については、国税庁のホームページをご覧ください。

マイナポータルから国民年金手続の
電子申請ができます！

２４時間３６５日申請ができます。

対象手続
①国民年金第１号被保険者加入の届出
②国民年金保険料　免除・納付猶予の申請
③国民年金保険料　学生納付特例の申請

詳しくは日本年金機構
ホームページをご覧ください。

１１月３０日（いいみらい）は
　「年金の日」です！！

　ご自身の年金記録や年金見込額を確認し、将来
の生活設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」をご利用いただくと、パソ
コンやスマートフォンからいつでもご自身の年金
記録を確認できるほか、ご自身の年金記録からさ
まざまな条件を設定した上で、年金見込額の試算
をすることもできます。
　
詳しくは、ねんきんネット
ホームページをご覧ください。

　国民年金制度は、税法上とても有利なだけでなく、老後はもちろん不慮の事故など、万一のときにも心強い
味方となる制度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう！

問い合わせ先の名称：ねんきん加入者ダイヤル
電話番号：（ナビダイヤル）０５７０－００３－００４
　　　　　０５０から始まる電話の場合は、（東京）０３－６６３０－２５２５
受付時間：月～金曜日　午前８：３０～午後７：００
　　　　　第２土曜日　午前９：３０～午後４：００
　　　　　※休日・祝日（第２土曜日を除く）、１２月２９日～１月３日はご利用いただけません。
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就学援助費「新入学学用品費」
の入学前支給のお知らせ

　経済的理由による就学困難な児
童・生徒の保護者で、要件に該当し、
希望される方には、入学準備金とし
て「新入学学用品費」を支給します。
▶対象　令和５年４月に小中学校に
　入学予定の児童・生徒の保護者
▶申請期間
　令和５年１月５日㈭～２７日㈮
▶その他　案内については、学校を
　通じて対象学年に配布しています。
　申請書類は、１２月以降に町教育
　文化課窓口にて配布します。
※詳細は町ホームページをご覧くだ
　さい。
問 町教育文化課　☎４２－６６５９

▲町ホームページ

町営住宅入居者募集について

　入居申込にあたり条件があります
ので、事前に下記担当課までお問い
合わせください。
▶募集期間　
　１１月２１日㈪～３０日㈬
▶受付時間　８：３０～１７：１５
▶入居時期　令和４年１２月下旬
名 称 根岸住宅

部 屋 数 １ＤＫタイプ
（和室６帖、ＤＫ）

個 数 ２戸
階 数 １階

家 賃 １１，３００～
２２，２００

区 分 一般用

選考方法 住宅困窮度判定基準によ
る選考

灯油購入費用を
最大１万１千円分助成

　冬場の負担軽減を目的に灯油購入
費用を一部助成する福祉灯油券を支
給します。また、今年度のみ助成額
を５千円上乗せして助成します。
▶対象　町内に居住し、令和４年度
　住民税が世帯員全員非課税で、下
　記のいずれかの要件に該当する世帯
　①高齢者世帯
　・満６５歳以上の方のみの世帯
　②障がい者世帯（次のいずれかに
　　該当する世帯）
　・身体障害者手帳１級を所持して
　　いる方がいる世帯
　・療育手帳 A を所持している方
　　がいる世帯
　・精神障害者保健福祉手帳１級を
　　所持している方がいる世帯
　③ひとり親世帯（次のいずれかに
　　該当する世帯）
　・対象児童（１８歳に到達した日
　　以降の最初の３月３１日までの
　　方）とその父または母のどちら
　　かで構成される世帯
　・両親が死亡または行方不明等の
　　理由により対象児童を扶養して
　　いる世帯
※生活保護世帯、該当者が社会福祉施
　設等に入所、入院中の場合は対象外
▶料金　１世帯あたり１万円分の　
　福祉灯油券を支給
　（世帯年収１００万円以下の世帯
　には１千円分を加算）
▶場所　町内の石油組合加盟店と
　ジェイエイサービスおきたま給油所
▶申込　令和５年２月２８日㈫締切　
　　対象と思われる世帯へ申請書を送
　付します。必要事項を記載し、町福
　祉介護課へ返信用封筒で郵送するか、
　ご持参ください。
▶使用期限　令和５年３月３１日㈮まで
　※期限を過ぎると使用できません。
　　お早めにお使いください。
問 町福祉介護課　☎４２－６６３５

「令和４年生活のしづらさなど
に関する調査」を行います

　国の障がい者施策の推進に向けた
基礎資料とするため、全国約 5,363
調査区において、生活実態とニーズ
を調査する「令和４年生活のしづら
さなどに関する調査」が実施されま
す。
　調査期間中は、調査員がご自宅を
訪問し、世帯内に調査対象者がいる
場合は、調査票を配布しますので、
回答のご協力よろしくお願いします。
▶調査期間　１２月１日㈭～２３日㈮
▶調査対象地区　平谷地第二自治会
▶調査対象者　以下全てに該当する方
　・調査対象地区にお住まいの方
　・障害者手帳所持者、難病等患者、
　　長引く病気やけが等により生活
　　のしづらさがある方
※山形県が任命した調査員がご自宅
　を訪問し、調査の趣旨を説明のう
　え、世帯状況や調査対象者の有無
　を確認します。
※調査票は調査対象者一人につき一
　冊配布します。
問町福祉介護課　☎４２－６６３５

「女性に対する暴力を
なくす運動」期間

　内閣府は、１１月１２日㈯から
２５日㈮の２週間を「女性に対する
暴力をなくす運動」期間と定めてお
り、この間、女性に対する暴力根絶
のシンボルである「パープルリボン」
を中心とした取り組みが全国的に展
開されています。
　この機会に私たちのまわりの男女

問 町地域整備課　☎４２－６６４７

　町では、有害鳥獣による農作物被害を防止するため、県の補助事業を活用して電気柵購入の支援を行っていま
す。令和５年度に電気柵設置を検討している方は、下記によりご連絡ください。
▶補助対象者　現在鳥獣による農作物被害がある農家で令和５年度に被害防止のため新たに電気柵を購入予定で
　　　　　　　あり、下記の条件を全て満たす農業者
　　　　　　　・作物ごとに被害軽減目標を立てられる方
　　　　条件　・町が実施する安全講習会を受講できる方
　　　　　　　・町の決定通知を待って購入できる方
▶対象品　①電気柵（販売作物用）　　②電気柵（自家用作物用）　　③防草シート
▶補助率　補助対象事業に要する経費の１／２以内
　　　　　※対象品により補助額の上限が変わります。
　　　　　　①電気柵（販売作物用）　・・・補助額の上限：５万円
　　　　　　②電気柵（自家用作物用）・・・補助額の上限：３万円
　　　　　　③防草シート　　　　　   ・・・補助額の上限：１万円
▶連絡期限　１１月３０日（水）
▶連絡時の確認事項　令和４年度の被害額、令和５年度設置予定延長、購入予定金額等

令和５年度に電気柵購入予定の方へ
問町農地林務課　☎４２－６６４６

〔

　本調査は、令和５年度の要望量の把握と事前に事業計画内容を確認するものです。事業執行は新年度におけ
る県及び町の予算成立後となりますので、現時点で補助決定を行うものではありません。

　法律や条例により、やむを得ない理由なく、障がいがあるという理由だけで、障がいのある人に不当な差別的
扱いをすることが禁止されています。障がいのある人が、障がいのない人と同じように日常生活や社会生活を営
むことができるよう、障がいの特性に合わせた配慮をしなければなりません。

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」
「川西町障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例」

▶不当な差別的扱いの例
　障がいを理由に次のような不当な差別的扱いは禁止されています。
　・商品の販売やサービスの提供を拒否する　
　・アパートの入居などを拒否する
　・公共施設の利用を拒否、制限する
　・求人の応募を認めない
▶合理的な配慮の例
　障がいの特性に合わせた配慮が大切です。
　・車いすを使用している人などに対して、扉を開ける、車いすを押す
　・視覚障がいの人に、書類を読み上げて伝える
　・知的障がいの人に難しくない言葉でわかりやすく説明する
　・障がいのある人などが働きやすい配置や環境、勤務条件などを柔軟に対応する

12 月は「山形県障がい者差別解消強化月間」です
問町福祉介護課　☎４２－６６３５

　 発 達 障 が い、 感 覚 過 敏、
皮膚や呼吸器の病気などで
マスクをつけられない人が
います。

12 月は「山形県障がい者差別解消強化月間」、12 月 3 日～９日は「障害者週間」です。

　このマークを付けている
人を見かけたら、席をゆず
る、困っていたら声をかけ
るなど、思いやりの行動を。

障がいを理由とする差別に関する相談窓口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　町福祉介護課　　☎４２－６６３５　　　県障がい福祉課　☎０２３－６３０－２１４８

障がいについて理解を深め、お互いの立場に立って配慮や工夫を行いましょう

【訂正とお詫び】
　町報かわにし１０月号に掲載した

「町で頑張るモノづくり企業」特集に
おいて誤りがありましたので、謹んで
お詫びし以下のとおり訂正します。
■ページ　４ページ
■企業名　有限会社レコモード
■内　容
　（誤）　資本金３０万円
　（正）　資本金３００万円

のパートナーシップについて考えて
みませんか？
▶期間　１１月１２日㈯ ～２５日㈮
問町まちづくり課　☎４２－６６１３

▲期間中、町役場庁舎でパープルライトアッ
　プを実施します。
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●１１・１２月の無料相談
内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

特設人権相談

11/16 ㈬
13：30 ～ 16：00

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ） 町住民課 

☎４２－６６１５12/7 ㈬
13：30 ～ 16：00 町生きがい交流館

行  政  相  談 11/16 ㈬・12/21 ㈬
13：30 ～ 15：30

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町住民課
☎ ４２－６６１５

幼児ことばの
相談室

12/19 ㈪
9：00 ～ 12：00

町子育て支援
センター

町健康子育て課
☎ ４２－６６７１

きらきら親子
相談（要事前予約）

12/15 ㈭
13：30 ～ 15：30

町子育て支援
センター

町健康子育て課
☎ ４２－６６４０

心配ごと相談 毎週水曜日（11/23 を除く）

13：30 ～ 16：00
町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

法  律  相  談
（要事前予約）

12/15 ㈭
13：00 ～ 16：00

米沢地区勤労者
福祉会館（米沢市）

米沢地区勤労者福祉協会
☎ ２１－５２５０

＜ 11/30 まで＞カワニシお買物
券を忘れずにご利用ください

　令和４年８月に配布したカワニシ
お買物券の使用期限は１１月末日で
す。期限を過ぎると使用できなくな
りますので、忘れずにご利用くださ
い。
　利用可能店舗は町ホームページで
ご確認ください。
▶使用期限　１１月３０日㈬
問 町産業振興課　☎４２－６６４５

▶町ホームページ

冬期間は水道メーター検診を
休止します

　毎月、各ご家庭の水道メーターの
検針を行っていますが、１１月を最
後にメーター検針を休止します。冬
期間は、１０・１１月使用水量の平
均水量で算出した概算料金にて上下
水道使用料金を納付いただくことに
なります。冬期間の概算料金額は
１２月中旬にはがきにて通知します。
　なお、メーター検針は４月（積雪
の状況によっては５月）に再開し、
冬期間の使用料金を精算しますが、
概算料金で納入いただいた額が精算
金額を上回っていた場合には、その
分を精算月以降の使用料金に充てさ
せていただくことになりますのでご
了承ください。
　また、雪囲いをされる場合には
メーター検針の支障とならないよう
ご配慮をお願いします。
問 町地域整備課　☎４２－６６５３

浴浴センターまどかの
ピンク色ドームを解体

　浴浴センターまどかにあるダリア
をイメージしたピンク色のドームは、
平成４年のオープン以来、シンボル
として愛されてきました。
　３０年が経過し、施設の老朽化が
進んでいることから、ピンク色の
ドームの解体工事を行っていますの
でご承知おきください。
▶工期　令和４年１２月末まで
問 町産業振興課　☎４２－６６６８

山形かわにし豆の展示会２０２２ × 宿場町まるしぇ
～開催のお知らせ～
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回目 年齢 接種券の発行 ワクチン 接種・予約
発送状況 今後の予定

5 回目 13 歳以上
令 和 4 年 9 月 14 日
までに 4 回目の接種
を完了した方 前回接種か

ら 3 ヵ月
(5 ～ 11 歳
は 5 ヵ 月 )
以上経過し
た方に順次
お送りしま
す。

オミクロン
株対応

下段をご覧くださ
い。

4 回目 13 歳以上
令 和 4 年 6 月 10 日
までに 3 回目の接種
を完了した方

3 回目

5 歳～
11 歳

令 和 4 年 6 月 13 日
までに 2 回目の接種
を終了した方

小児用
1.2 回目に接種した
医療機関に予約し
てください。

12 歳以上
令 和 4 年 8 月 13 日
までに 2 回目の接種
を終了した方

オミクロン
株対応

下段をご覧くださ
い。

1.2 回目
12 歳以上 町にお問合せください。 従来用

町にお問合せくだ
さい。5 歳～

11 歳
令和 4 年 10 月末日
までに 5 歳になった
方に発送

5 歳に到達し
た方から順
に発送

小児用

初回 生後 6 ヵ月
～ 4 歳 11 月下旬から順次発送します。 乳幼児用 接種券発送時に案

内

新型コロナウイルスワクチン接種情報
問町健康子育て課　☎４２－６６４０

◆集団接種（会場：川西町フレンドリープラザ）
【日時】１２月６日㈫、１２月７日㈬、１２月１３日㈫、１２月１４日㈬
　　　受付時間は、各日共①１４時～、②１４時２５分～

【予約方法】
　●電話での予約　☎０１２０－５６７－２５３（受付：９時～１７時）（土日・祝日除く）
　●インターネット、町公式ＬＩＮＥでの予約
　　（詳細は町ホームページをご確認ください。）
◆個別接種（直接、予約してください）
　●斎藤内科循環器科クリニック（☎４６－５５３９）
　●柄沢医院（☎４２－２２２２）
　●公立置賜川西診療所（☎４２－２１５１）
　●きじまキッズクリニック（☎５４－０１３５）
◆県が町と連携し実施する巡回接種（会場：町交流館あいぱる）

【日時】１１月２７日㈰　１０時～１８時
【予約】山形県専用コールセンター　※町コールセンターでは受付できません
　　　☎０１２０－１１４－１６６（受付：９時～１７時）（土日祝含む。）

▲町ホームページ
町
長
　
原
　
田
　
俊
　
二

除
雪
作
業
に
協
力
を

時
は
何
回
も
出
動
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
路
面
に
は
様
々
な
障

害
物
が
あ
り
そ
れ
ら
を
細
心
の
注
意

を
払
い
な
が
ら
運
転
し
ま
す
。
肉
体

的
に
も
精
神
的
に
も
除
雪
作
業
は
過

酷
な
労
働
の
た
め
、
各
事
業
者
は
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
確
保
に
大
変
苦
労
し
て

い
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
を
踏
ま
え
、

町
は
地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら
路
線

の
見
直
し
を
行
い
、
初
め
て
除
雪
延

長
を
縮
小
し
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
記
事
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
作
業
の
安

全
に
ご
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
町
道
に
面
し
て
い
な
い
方
は
自

力
で
除
雪
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解

し
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
厳
し
い

冬
を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
月
20
日
開
催
の
県
女
子
駅
伝
競

走
大
会
の
南
陽
・
東
置
賜
チ
ー
ム
壮

行
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
区
間

20
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
臙
脂
の
タ

ス
キ
で
つ
な
ぎ
ま
す
。
中
学
生
区
間

に
本
町
か
ら
、
荒
木
結ゆ

心ね

さ
ん
、
竹

田
栞し

お
りさ
ん
の
２
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し

ま
し
た
。
二
人
と
も
実
力
は
抜
群
で

素
晴
ら
し
い
走
り
を
見
せ
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。
応
援
自
粛
も
解
除
さ

れ
ま
す
の
で
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
先
月
末
の
霜
害
に
よ
り
ダ
リ
ア
が

枯
れ
、
残
念
な
が
ら
ダ
リ
ア
切
り
花

収
穫
デ
ー
を
中
止
し
ま
し
た
。
水
害

か
ら
立
ち
直
り
き
れ
い
な
花
が
咲
き

誇
っ
て
い
た
だ
け
に
悔
し
い
思
い
で

一
杯
で
す
。
天
候
に
翻
弄
さ
れ
た
一

年
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
し
た
が
、

来
年
の
た
め
に
球
根
の
掘
り
出
し
が

始
ま
り
ま
す
。
ま
た
た
く
さ
ん
の
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

　
今
冬
の
除
雪
作
業
の
無
事
を
願
い

安
全
祈
願
祭
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
生
活
や
経
済
活
動
を
守
る

た
め
、
今
年
も
町
道
２
６
８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
54
台
の
除
雪
車
を
10
業

者
に
よ
っ
て
除
雪
作
業
を
実
施
し
ま

す
。
作
業
は
早
朝
２
時
か
ら
準
備
に

入
り
、
朝
7
時
半
の
終
了
の
計
画
で

す
が
、
最
近
は
降
雪
が
異
常
で
、
降

り
方
が
一
定
で
な
く
予
定
通
り
い
か

な
い
場
合
も
発
生
し
ま
す
。
吹
雪
の
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暮らしの情報

掲示板

暮らしの情報掲示板 暮らしの情報掲示板

採
用
・
募
集

広 

告

相　

談

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

認
知
症
や
在
宅
医
療
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

第
1
部　

認
知
症
対
策
事
業
の
紹
介　

各
市
町

第
2
部　

講
演
「
認
知
症
の
診
断
・
治
療
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
防
に
つ
い
て
」

　

講
師　

佐
藤
病
院
認
知
症
疾
患

　
　
　
　

   

医
療
セ
ン
タ
ー
長　

澤
村
一
司
先
生

12
月
4
日
㈰　

10
時
～
12
時
（
開
場
9
時
30
分
）

高
畠
町
中
央
公
民
館

入
場
無
料

ど
な
た
で
も

左
記
問
合
せ
先
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

南
陽
市
東
置
賜
郡
医
師
会

☎
（
４
３
）
４
４
１
４

費対申 場問 日

催　

し

第
３
回　

家
族
介
護
教
室
の
開
催

12
月
21
日
㈬　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

町
生
き
が
い
交
流
館 

「
薬
の
正
し
い
飲
み
方
・
使
い
方
」

家
族
を
介
護
し
て
い
る
方
や
、
介
護
に
関

心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
可
能

20
名

12
月
14
日
㈬
ま
で
左
記
問
合
せ
先
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

☎
（
４
６
）
３
０
４
０

内対定申 場問 日

日日時　期期間　場場所　内内容　費費用　対対象
定定員　持持ち物　申申請方法　問問合せ先

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

山
形
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
弁

護
士
に
よ
る
住
ま
い
に
関
す
る
無
料
法
律
相

談
を
開
催
し
ま
す
。

12
月
15
日
㈭　

13
時
30
分
～

県
置
賜
総
合
支
庁
５
階　

５
０
３
会
議
室

先
着
３
名
（
１
人
40
分
程
度
）

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

県
営
住
宅
指
定
管
理
者

㈱
西
王
不
動
産　

置
賜
事
務
所

☎
（
２
４
）
２
３
３
２

定申 場 日問

置
賜
広
域
病
院
企
業
団　

職
員
募
集

●
募
集
職
種

　

①
薬
剤
師
、
②
診
療
放
射
線
技
師

●
採
用
予
定
人
員　

①
3
名
、
②
若
干
名

●
受
験
資
格　

昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降

　

に
生
ま
れ
た
者
で
、
当
該
職
種
の
免
許

　

を
有
す
る
者
若
し
く
は
令
和
5
年
6
月

　

30
日
ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見

　

込
み
の
者

●
採
用
予
定
日　

令
和
5
年
4
月
1
日　

●
試
験
期
日　

12
月
4
日
㈰

●
試
験
会
場　

公
立
置
賜
総
合
病
院

●
受
付
期
間　

11
月
22
日
㈫
ま
で（
必
着
）

●
試
験
案
内
の
配
布　

置
賜
広
域
病
院
企

　

業
団
事
務
局
総
務
課
等
で
配
布
ま
た
は
、

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
。

置
賜
広
域
病
院
企
業
団

　

総
務
課
職
員
係

　

☎
（
４
６
）
５
０
０
０

問

お
知
ら
せ

ハ
ー
ブ
を
楽
し
む
プ
チ
イ
ベ
ン
ト

「
ク
リ
ス
マ
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
開
催

11
月
27
日
㈰　

第
１
部　

10
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　

第
２
部　

13
時
～
15
時

大
塚
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

●
ナ
チ
ュ
ラ
ル
リ
ー
ス
作
り

　
　
　
　
　
　

６
０
０
円
～
１
０
０
０
円

●
キ
ッ
チ
ン
ス
ワ
ッ
グ
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

●
ミ
ニ
蜜
蜂
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
円

●
ラ
ベ
ン
ダ
ー
サ
シ
ェ
作
り　

５
０
０
円

●
ロ
ー
ズ
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
の
ハ
ン
ド
ク
リ
ー

　

ム
作
り　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
０
円

※
多
肉
植
物
や
花
苗
、
小
物
の
販
売
等
も

　

行
い
ま
す
。

置
賜
公
園
ハ
ー
ブ
の
会

安
部　

☎
０
９
０
（
７
０
６
３
）
８
２
２
５

土
屋　

☎
０
９
０
（
９
０
３
７
）
６
２
７
８

場問 日
　

置
賜
公
園
ハ
ー
ブ
の
会
が
ハ
ー
ブ
を
よ
り
楽

し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

内

▲ラベンダーサシェ

１１月の町税等

●固定資産税・都市計画税（４期）
●国民健康保険税（普通徴収分）（５期）
●介護保険料（普通徴収分）（５期）
●後期高齢者医療保険料（普通徴収分）（５期）
●上下水道使用料　（１０月使用分）

口座振替日　１１月２８日㈪
納付期限　　１１月３０日㈬

山
形
県
の
最
低
賃
金
改
正

　

労
働
条
件
の
改
善
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
最
低
賃
金
は
、
働
く
す
べ
て

の
人
に
賃
金
の
最
低
額
を
保
証
す
る
制
度

で
す
。
山
形
県
の
最
低
賃
金
が
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
時
間
額　

８
５
４
円
（
32
円
増
）

●
効
力
発
生
日　

令
和
４
年
10
月
６
日
㈭

山
形
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
２
３
（
６
２
４
）
８
２
２
４

問年
末
の
し
尿
汲
み
取
り

　

年
末
の
し
尿
汲
み
取
り
は
毎
年
大
変
込

み
合
い
ま
す
。
年
内（
12
月
28
日
㈬
ま
で
）

の
汲
み
取
り
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
12
月

12
日
㈪
ま
で
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。
こ
れ

以
降
の
お
申
込
は
、
正
月
明
け
の
汲
み
取

り
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
汲
み
取
り
手
数
料
が
未
納
の
場

合
は
汲
み
取
り
の
お
申
込
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
先　

し
尿
汲
み
取
り
申
込
所

　

☎
（
４
０
）
２
６
１
２

●
受
付
時
間　

平
日
８
時
30
分
～
17
時

南
陽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
４
３
）
２
５
６
４

問

水 道 修 理 当 番 表

期　間 業　者 電　話

12/5 ～ 11
㈱殖産工務所 42-3500

齋 藤 設 備 42-2480

11/14 ～ 20
12/12 ～ 18

㈱ 藤 島 建 設 42-3166

㈱ 藤 倉 設 備 42-3366

11/21 ～ 27
ス ガ イ 住 設 42-3987

㈱ 黒 澤 技 建 42-6351

11/28 ～ 12/4
㈲ 米 野 建 設 42-2392

㈱ サ イ ト ウ
電気設備工業 42-4111

修理当番
直通携帯

080-6008-8330

080-6008-5331

指
名
手
配
被
疑
者
の

　
　
　
　
　

検
挙
に
ご
協
力
を
！

　

全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
指
名
手
配

被
疑
者
の
追
跡
捜
査
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
１
日
も
早
い
検
挙
に
は
、

皆
様
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　
「
指
名
手
配
ポ
ス
タ
ー
と
よ
く
似
て
い

る
人
を
見
か
け
た
」「
人
目
を
避
け
て
生

活
し
て
い
る
人
が
い
る
」
な
ど
、
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
情

報
で
も
結
構
で
す
の
で
、
す
ぐ
に
１
１
０

番
、
ま
た
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
・
駐

在
所
へ
通
報
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

公
開
さ
れ
て
い
る
指
名
手
配
被
疑
者
の

顔
写
真
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。

米
沢
警
察
署

　

☎
（
２
６
）
０
１
１
０

問

▲警察庁ホームページ

▲公立置賜総合病院ホームページ

▲ナチュラルリース▲キッチンスワッグ

＜酒町、高山簡易郵便局長を募集します。＞
　日本郵便株式会社では、酒町、高山簡易郵便局の窓口業務
を受託していただける方（簡易郵便局長）を募集しています。
　郵政事業にご理解をお持ちで、長期間にわたって簡易郵便
局を維持していただける方の応募をお待ちしております。応
募条件などの詳細は、下記までお問い合せください。
【お問合せ先】　日本郵便株式会社　東北支社
　　　　　　　　　経営管理本部　経営管理部（簡易局担当）
　　　　　　　☎022-267-7186（受付時間10：00～17：00）
　　　　　　　　　　　　　　月～金（祝日、12/29～1/3を除く。）

【当選者】

佐藤　愛華さん　奥村　剛史さん　菅井　義浩さん　舟山　　忠さん

嶋貫　貞雄さん　小形　徳彦さん　長澤　大地さん　髙橋　　藍さん

嶋貫　叶和さん　梅津　幸生さん　　　　　　　　　　　　※順不同

おめでとうございます！

                        ワイドな                  町の企業こ のル ドワ ー

10 月号「かわにし企業展」クロスワードパズルの答え
広 

告



町健康子育て課　☎４２－６６４０

期日 担当歯科医院 電話番号

11/20 西原歯科医院（長井） 84-7722

11/23 ウッディ歯科（米沢） 49-8220

11/27 桜井歯科医院（南陽） 43-2125

12/4 斎藤歯科医院（長井） 88-1827

12/11 中川歯科医院（米沢） 23-2062

歯科休日当番医 診療時間  ９：００～１５：００

※電話でお問い合わせのうえ、受診してください。

南陽東置賜休日診療所

☎４０－３４５６
▶診療日　１１月２０日㈰、１１月２３日㈬
　　　　　１２月　４日㈰、１２月１１日㈰
▶時間　　８：４５～１１：４５
　　　　１３：００～１６：３０
▶診療科目　主に内科、小児科
▶住所　南陽市椚塚４２０－７

健康ひろば

町報かわにし　2627　町報かわにし 令和４年11月15日 令和４年11月15日

地域包括支援
センターだより

健康づくり＆生き方セミナー

　いつまでも健やかに自立した生活を送り、幸せな最期を迎えるた
めにはどうすればよいかを考えてみませんか。
▶日時　１２月１７日㈯　１３：００～１４：３０（開場１２：３０）
▶会場　町フレンドリープラザ
▶内容
　第１部
　　演題　「人生１００年時代の人生設計～いつまでも健やかに・最期まで自分らしく生きるために～」
　　講師　公立置賜総合病院　総合診療科部長　高橋　潤　氏
　第２部
　　演題　「たんぱく質　足りてますか？」
　　講師　山形県栄養士会　管理栄養士

▶対象　町民の方
▶定員　１００名（先着）
▶料金　入場無料

問町福祉介護課内　地域包括支援センター　☎４２－ 6 ６３８

　８０歳以上で自分の歯を２０本以上もつ方を表彰する「HAPPY COME COME ８０２０達成者コ
ンクール」が山形県歯科医師会により開催されました。
　川西町では次の 8 名の方が優良賞を受賞されました。おめでとうございます。
　みなさん、健康な歯を保つ秘訣は「定期的に歯医者さんでみてもらうこと」「歯間ブラシ・糸よう
じで歯間をきれいにすること」という声をお寄せいただきました。

【受賞者一覧】（敬称略）
　田代勝利（上小松）、平間忠志（下奥田）、樋口洋子（上小松）、渡部清（下平柳）、
　佐藤たい子（上小松）、佐藤孝子（上小松）、淀野茂子（上小松）、他 1 名

～歯周疾患検診を受けましょう！～
　今年度、４０・５０・６０・７０歳の方に無料歯周疾患検診受診券を送付しています。
　期間は 1 ２月３１日までとなっています。まだ受けていない方はお早めに受診いただき、この機
会に歯周病の予防・改善に取り組みましょう。
　詳しくは健康子育て課にお問い合わせください。

「８０２０（はちまるにいまる）」達成者８名が表彰されました
接骨院や整骨院にかかるときは、保険が適用される範囲が限られます。
単なる肩こりや筋肉疲労では適用になりませんので、注意して利用し
ましょう。

接骨院・整骨院のかかり方 問町住民課　☎４２－２１１４

日常にプラス１０分の運動を取り入れるきっかけに！開 催 予 定

ぐるりウォーク +10

１２月７日㈬
１０：００～
▶場所　町フレンドリープラザ
▶内容　ウォーキング
▶参加費　無料
▶その他　２回参加毎に浴浴セ
　ンターまどかの入浴券１枚贈
　呈。要申込。

玄米ダンベル体操の集い

１２月１９日㈪
１０：００～１０：３０
▶場所　町生きがい交流館
▶内容　DVD をみながら「玄米
　ダンベル体操」をやってみよう
▶参加費　無料
▶�持ち物　玄米ダンベル（お持

ちの方）、水分補給用飲み物、
内ズック

ぐるりウォーク＋ 10

玄米ダンベル体操の集い

　１２月、１月に追加検診を実施いたします。今年まだ受けていない方は、追加検診もご利用くださ
い。ご自身の健康状態を把握するため、年に 1 回は検診を受けましょう。

追加健診を実施します

１２月２０日㈫、１２月２１日㈬ １月１２日㈭、１月１３日㈮
検診項目 受付時間 定員 受付時間 定員

人間ドック 女性）６：４５～７：１５
男性）７：３０～８：００ 各日２０名 女性）７：３０～８：００

男性）８：００～８：３０ 各日１０名

子宮頸がん検診
乳がん検診 ７：００～７：３０ 各日１０名 ７：３０～８：００ 各日５名

特定健診
がん検診等 ９：００～９：３０ 各日１０名 ９：００～９：３０ 各日１０名

▶会　場　南陽検診センター（住所：南陽市三間通４６６－５）
▶持ち物　健康診断のご案内、問診票２枚、検診料金、健康保険証、検体（検尿・検便）
▶申込先　町健康子育て課　☎４２－６６４０

住民主体の訪問型サービス（サービスB）実施団体を募集します

　町では、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるように、介護予防や支え合いのまち
づくりに取り組んでいます。要支援認定者や要支援相当と判定された方等を対象とした支援を行う自
治会や地域住民グループ等を募集します。
▶実施団体　３人以上の町民で構成し、町内で活動を行う団体であること。
▶事業内容　対象者の居室等の掃除、ごみ出し、灯油入れ、買い物代行、電球交換等の日常の困りご
　　　　　　とに対する生活援助
▶補助内容　１月につき５，０００円
▶補助対象経費　報償費、需用費、役務費、使用料、研修費、備品購入費、人件費



　保健師による身体測定や育児相談、妊婦さんやおうち
の方同士の交流・情報交換の広場です。
●日時　１２月２１日㈬　１０：００～１１：3 ０
●対象　お子さんとおうちの方
●場所　町子育て支援センター　　　※お申し込み不要
問町健康子育て課　☎ 4 ２－６６４０

12/1 ㈭　北斗幼稚園　☎４２－４８０８
12/5 ㈪　美郷幼稚園　☎４２－ 4 ３１６

10：00 ～ 11：00 町立幼稚園の開放日
対象 11/2-12/1 生まれの 1 歳児～小学 6 年生

問町住民課　☎ 4 ２－２１１４

11/22 ㈫発送予定 子育て支援医療証

こあらっこ広場

離乳食教室

親子でリースつくり
●日時　１２月８日㈭　9：３０～１１：３０
●場所　町子育て支援センター

クリスマスコンサート
●日時　１２月２２日㈭　９：３０～１１：３０
●場所　町子育て支援センター

　子育て支援センターこあらが開催する「ルンル
ン子育て広場」のイベントをご紹介します！
　予約不要でどなたでもご参加いただけます。

寒さに負けないぞ ! 体を動かしてあそぼう
●日時　１１月２５日㈮　９：３０～１１：３０
●場所　町子育て支援センター

問町子育て支援センター　☎ 4 ４－２８２２

ルンルン子育て広場

　日時　１２月１８日㈰
　　前半：１３：００～１４：３０（定員 子供５０名＋保護者）

　　後半：１５：００～１６：３０（定員 子供５０名＋保護者）

　※前半か後半、どちらか一方の参加になります。
　会場　町農村環境改善センター
　対象　川西町にお住まいの３歳～小学生の子供と保護者
　※マスク着用が難しい為、０～２歳のお子様は参加を
　　ご遠慮ください。
　参加費 　無料
　内容　九里学園ダンス部公演、くじ引き、駄菓子すくい、
　　　　射的などのゲームコーナー♪ポケモンシールラ
　　　　リーのカードを持っている人は忘れずに持参し
　　　　てください。
　申込　１２月１１日㈰まで
　右記 QR コードの申込フォームにて
　お申込みください。
※定員に達した場合は申込を締め切り
　ます。
※新型コロナウイルスの感染拡大状況
　によって、開催を中止する場合があ
　ります。 中止の場合は申込者へメー
　ルでご連絡します。
問川西町こども食堂なかよしキッチン　代表　佐藤
　メール：sato.310@yahoo.ne.jp
　☎０９０－９７４５－０１７５

なかよしキッチン☆クリスマス会

▶川西町こども食堂なかよしキッチン Facebook

　この日のルンルン子育て広場は「トリック・オ
ア・トリート！みんなでハロウィン」。１２人の
お友達が集まりました。今回はハロウィンという
ことでみんなで仮装をし、お友達やおうちの人と
記念撮影。また、穴が空いた皿に毛糸をとおすク
モの巣の飾り作りやボール入れなどのコーナー遊
びも楽しんでいました。

10/31

 ルンルン子育て広場
 ルンルン子育て広場

リポートリポート

トリック・オア・トリート！トリック・オア・トリート！
みんなでハロウィンみんなでハロウィン

▲申込フォーム

町報かわにし　2829　町報かわにし 令和４年11月15日 令和４年11月15日

navinavi
子子 育育 てて
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置 農 祭 2 0 2 2 大 成 功 ！

＃
ハッシュタグ

置 農 置賜農業高校の生徒たちの活動を紹介します

問置賜農業高校　☎４２－２１０１

　
先
日
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
事
業
と
し
て
、
都
市
部
の
大
学
生

を
招
い
た
吉
島
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
吉
島
出
身
の
私
も
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
、
モ
ニ
タ
ー
に
魅
力
に
感
じ
た

も
の
の
写
真
を
撮
っ
て
も
ら
い
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
吉
島
ふ
れ
あ
い
祭
で
発
信
し
て
も

ら
う
も
の
で
す
。
撮
影
さ
れ
た
写
真

は
、
普
段
私
達
が
見
る
も
の
と
は
ま
た

違
っ
た
角
度
の
も
の
が
挙
が
っ
て
い
ま

し
た
。
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
珍
し
い
景
色
、
私
達
と
は
見
て
い
る

視
点
が
違
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
私
達

に
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域

の
魅
力
が
見
え
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
改
め
て
違
う
視
点
で
見
る
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。《
Ｙ
》

　今年度の置農祭のテーマは「一笑懸命」。コロナや災害など
で沈んだ気持ちを、みんなで笑って乗り越えようとの願いを込
めました。初日は、４年ぶりの全校企画モザイクアートに始ま
り、クラス展示 PR 等のステージ発表で会場が湧きました。２
日目は、保護者公開の中で農産物販売、クラス展示・文化部展
示と発表等が行われ、大盛況で終えることが出来ました。

…１０月受付分�…

氏名 年齢（満） 大字

井上トシ子 91 高　山

島貫　豊二 89 吉　田

大滝ミツヱ 93 玉　庭

髙橋八重子 90 吉　田

阪野　晴美 57 大　舟

鈴木みよ子 96 玉　庭

佐藤　修男 90 上小松

江本　幸作 89 中小松

田村　マサ 90 上小松

和久井健治 66 下小松

野ツギ子 96 洲　島

野　ナミ 97 小　松

鈴木ふさ子 97 上小松

齋藤　光夫 60 上小松

伊藤　　暉 85 上小松

氏名 性別 保護者 大字

鍋倉　広
こうせい

聖 男 広英 ・あゆみ 小　松

遠藤　寛
ひ ろ と

斗 男 京介 ・ 唯 吉　田

齋藤　ゆうひ 女 友大 ・ 由惟 上小松

梅津　優
う み

海 女 重利 ・ 未来 中小松

佐藤　　翠
すい

男 裕太 ・ 彩乃 上小松

洞内　彩
い ろ は

花 女 清志 ・ 麻耶 上小松

平間　大
た い と

翔 男 和也 ・ 唯 上小松

おめでとう そして ありがとう

ようこそ赤ちゃん　７名

ご冥福を祈ります

川西町の人口

１４, ０５１人（－２１）

男 ６，９１１ 人 （－７）

女 ７，１４０ 人（－１４）

世帯数 ５，０0８ 世帯 （－８）

※10月末日現在の住民基本台帳人口

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の

問
町
教
育
文
化
課　
☎
（
４
４
）
２
８
４
３

熊
野
神
社
と
裸
松

を
と
ど
め
て
い
ま
す
。
近
く
に
は
、

そ
の
霊
を
祀
る
た
め
に
当
時
村
全
体

で
建
立
し
た
「
神
松
霊
碑
」
が
あ
り

ま
す
。
昭
和
期
に
は
、
裸
松
に
手
を

出
し
て
は
な
ら
な
い
と
の
言
い
つ
け

を
守
ら
な
か
っ
た
者
が
不
幸
に
見
舞

わ
れ
た
話
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
地
元

の
人
々
に
と
っ
て
大
切
な
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
裸
松
が
焼
け
て
ち
ょ
う
ど
１
０
０

年
と
な
る
昭
和
60
年
に
は
、
地
区
住

民
の
平
和
を
願
っ
て
供
養
塔
が
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
裸
松
に
は
支
え

が
な
さ
れ
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
大
字
大
舟
の
熊
野
神
社
は
、
仁
安

元
（
１
１
６
６
）
年
の
創
建
で
、
紀

州
熊
野
本
宮
大
社
よ
り
勧
請
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
井
氏
統
治

時
代
よ
り
代
々
の
領
主
に
崇
敬
さ
れ
、

応
永
４
（
１
３
９
７
）
年
に
は
九
代

伊
達
政
宗
（
儀ぎ

山ざ
ん

）
に
よ
り
再
興
、

そ
の
時
の
鰐わ

に
口ぐ

ち
が
現
存
し
ま
す
。
文

化
11
（
１
８
１
４
）
年
火
災
に
よ
り

社
殿
と
古
記
録
が
焼
失
し
、
現
在
の

社
殿
は
そ
の
翌
年
に
再
建
さ
れ
た
も

の
で
す
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は
る
か
昔
、
熊
野
本
宮
大
社
の
祭

神
が
舟
に
乗
っ
て
や
っ
て
き
て
、
そ

の
舟
を
伏
せ
た
と
こ
ろ
が
「
舟
山
」

と
な
り
、
舟
を
漕
い
だ
櫂か

い
を
麓ふ

も
との
山

中
に
立
て
て
根
付
い
た
の
が
御
神
木

の
松
で
あ
る
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り

ま
す
。
白
木
で
表
面
が
す
べ
す
べ
し

て
い
る
こ
と
か
ら
「
裸
松
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
裸
松
は
明
治
19
（
１
８
８
６
）
年

に
火
災
に
遭
い
ま
し
た
が
村
民
た
ち

に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
今
日
も
そ
の
姿

56
No.

問町まちづくり課　☎４２－６６１３

空き家利活用のご相談は

川西町空き家バンク まで

成約 58 件（令和4年10月末）

登録累計 86 件のうち ▶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
チ
ェ
ッ
ク
！

◀
御
神
木
の
裸
松
（
中
央
）

▲置農祭　全校企画 ▲演劇部　東北大会進出

【訂正とお詫び】
　町報かわにし１０月号３１ページの記事「よ
うこそ赤ちゃん」の中で下記のとおり誤りがあ
りました。訂正してお詫びします。
●訂正内容　氏名
　  （誤）船山　瑞生→（正）舩山　瑞生

１

次の方法のいずれかでアクセスしてください。
①友だち追加ページのＵＲＬから
　【ＵＲＬ】https://lin.ee/SJBCRhz
②右のＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ってください。

▶
友
だ
ち
追
加
用
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

２

３

【ＩＤ】@kawanishimachi

　友だち追加の方法

ぜひご利用ください！
　　　川西町公式ＬＩＮＥアカウント

問町総務課　☎４２－６６９５

ＬＩＮＥの友だち追加ページにアクセス

ＬＩＮＥのホームまたは
友だち追加ページからＩＤで検索

ＬＩＮＥのホームから「川西町」と検索し、
公式アカウント部分から友だち追加

　１０月末に上山市で行われた山形県演劇合同発表会におい
て、置賜農業高校、鶴岡中央高校が最優秀に輝きました。来年
１月に福島県で行われる東北大会に７年ぶりに出場します。な
お、来年１月１５日㈰に川西町フレンドリープラザで壮行激励
公演を予定しております。

演 劇 部 7 年 ぶ り の 東 北 大 会 進 出
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　読書の秋ということでしょこら駅長は
本に没頭中。読んでいるのは井上ひさし
さんの著書です。今日もたくさん読書が
できて満足したしょこら駅長でした。

松田 翔太郎 さん

玉庭小学校６年（玉庭）

ぼ く の 料 理 で

Dreams Come True
ぼくの夢　わたしの夢

　ぼくの将来の夢は「料理人」です。どうしてかというと、ぼくのつくった料理で、みんなを笑顔
にしたいからです。
　この夢を実現するために、ぼくが今がんばっていることはおばあちゃんの料理の手伝いです。ぼ
くのおばあちゃんはいつも晩ご飯をつくってくれます。ぼくは、おばあちゃんのつくる手づくりぎょ
うざが一番好きです。ぎょうざをつくるときは、ぼくもよく手伝っています。ぼくとおばあちゃん
がつくったぎょうざを食べた家族は「おいしいね」と言ってくれます。人に喜んでもらえる料理を
つくることはすばらしいことだと思いました。
　料理をするようになって気づいたことがあります。それは、学校で勉強したことは料理に生かす
ことができるということです。例えば、おいしい料理をつくるためには、材料の分量を考えてつく
ることが必要です。そこで、算数で勉強した分数や比の性質を使えば、正しく分量を計算すること
ができます。勉強が分かるということは、料理ができることにつながるので、ぼくはこれからも勉
強をがんばって続けていきたいと思います。

み ん な を 笑 顔 に

川西町
ユーチューブ

川西町
ＬＩＮＥ

―　今月の表紙　―
　１１月３日㈭㈷に町フレンドリープ
ラザで開催された川西町芸術文化祭の
ステージ部門に出場された置賜農業高
校演劇部です。
　芸術文化祭は２日㈬から２日間にわ
たり開催され、会場ロビーでは小中学
生や幼児の絵画、町民団体による文芸
作品や書道、写真、フラワーアレンジ
などが展示されました。
　また、３日に会場ホールで行われた
ステージ部門では、日本舞踊から合唱、
フラダンスまで様々な演目が披露され
ました。客席からはそれぞれの演目で
盛大な拍手が送られ、劇団菜の花座に
おいては笑いがおき、観客は秋の芸術
を楽しんでいました。




